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今回の特集「消化器内視鏡寸言集 2025」
は，各内視鏡分野のエキスパートの先生方に
執筆を依頼して特集した。内容として，内視
鏡診断や内視鏡治療における重要なコツ，内
視鏡診療に臨むにあたっての大切な心構え，
論文作成や学会発表における注意点など，読
者へのさまざまな貴重なアドバイスがコンパ
クトに記載されている。読者はまず目次を見
て，気になる項目があればそのページを開い
て熟読して頂きたい。各項目はすべて 1 ～ 2
ページに凝集されており，短時間で内容が理
解できると思われる。その中で心に刺さるも
のがあれば，それをしっかりと記憶して今後
の内視鏡診療に役立てて欲しい。また，後進
の指導にもぜひ活用して頂きたいと考える。

かつて本誌において『内視鏡ことわざ・寸
言集』（2004 年 16 巻 6 号）というタイトルで
特集を組んだことがあり，今回はその 2025
年度版である。「寸言」に類似した言葉とし
て「金言」や「格言」がある。辞書を紐解く
と「寸言」とは「短いが意味の深い言葉」と
記述され，また「金言」とは「古人の残した
模範となる尊い言葉」とされている。一方，

「格言」とは「深い経験を踏まえ，簡潔に表
現した戒めの言葉」と説明されている。本特
集号の作成にあたり，編集会議の中でタイト
ルとして「寸言」「金言」「格言」のいずれの言
葉を使用するかで議論となった。今回の執筆
者の多くは現役のエキスパートであり，「金
言」という言葉は相応しくないと考えた。結
局，各執筆者が肩肘張らずに執筆できるよう
に「寸言」という少し軽めの言葉を採用し
た。しかし，集まった原稿を俯瞰的に拝読す
ると「寸言」というよりはむしろ，「格言」と
いうべき重い内容の原稿が少なからず存在
し，内視鏡に対する執筆者の並々ならぬ強い
「思い」あるいは「こだわり」が感じられた。

新型コロナ感染症が 2023 年 5 月に感染症
法 2 類から 5 類に引き下げられてから約 2 年
が経過した。最盛期には一般診療だけでな
く，消化器内視鏡診療にも大きな支障が生
じ，全国的に内視鏡施行件数が減少したと報
告されている。現在も新型コロナ感染症の発
生が時々認められるが，重症化する症例は著
しく減少した。それに伴って内視鏡施行件数
は徐々に回復し，対面で行う学会や研究会が
増えてきている。コロナ禍の「冬の時代」が
終わり，消化器内視鏡診療にも明るい兆しが
戻ってきたように思われる。

（長野県立信州医療センター　赤松泰次）
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